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２） 対象：短教 1 年生 126 名  
時期：令和元年 5 月～6 月 保育者論の授業にて 
















表 1  学生がめざす保育者像 




















































「幼児期の特徴」「発達に関する知識」は，0 歳から 5 歳の発達と特徴，それぞれの年齢の乳幼児に












 にした。DVD を視聴後，幼児の姿，教師の援助についてレポートにまとめさせた。 
（３）DVD の視聴より  （※DVD「乳幼児の発達と保育」VOL.3 ３歳児・４歳児・５歳児 原案監修 大橋喜美子） 
短教，新教も「保育者論」は，主に保育士に焦点をおいた授業をする担当者と幼稚園教諭に焦点を
おいた授業をする教員二人で授業を分担している。本研究者は，主に幼稚園教諭に焦点を当てた授業
を行っているため，主に３歳児から５歳児の姿の DVD を見せることにした。 
DVD は，「乳幼児の発達と保育～心とからだを育てるあそびの環境～3 歳児・4 歳児・5 歳」で，幼
稚園児の年齢の 3 歳児，4 歳児，5 歳児の姿を 1 回ずつに分けて視聴させ，年齢ごとにまとめて，3
枚のレポートを授業の最後に提出させた。内容は以下の表に記す。 
 
表 2  DVD を視聴してレポートした内容について 































































































の年齢別発達によって異なることに気付く。 （ＤＶＤ題名 保育内容環境 子どもの「やりたい」に応
じる環境） 
例Ⅰ：「保育内容環境にかかわる現場の様子のＤＶＤを視聴して」･・・・５月 23 日と 30 日 
グループごとにタイトルを決め各環境から選択をしてまとめる。・・・・・6 月 6 日と 27 日 
全体交流各グループ発表，質疑応答。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 月 4 日 
学生たちの発表を踏まえながら，保育環境として大切な事，保育者としての役割等，保育者の
援助や環境の構成を資料にまとめ配布して講義した。次のような内容である。 
















・ 日常生活の中で文字や数，図形や記号等に接して関心をもち，それらを遊びや生活に取    






















                            
      





























写真 2 秋の歌の歌唱指導用 写真 3 秋の制作
図 2  保育指導案 
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 表 4  授 業 内 容 
 
 































































 表 5  授 業 内 容 
 
（３）実践を通しての学生の考察 











②  他の領域とのつながり 

















































































授業の進め方として，手遊びや保育指導計画立案についての講義を行った後，短期大学部 1 年生 2
クラス合同授業，A・B 組 64 名，C・D 組 63 名のため，１グループ７～8 人とし，各グループで「対
象年齢・幼児の実態」を想定し，保育指導案を作成した。その後，子どもの前で指導することを想定
写真 5  『お店のルールを守る』 
1 回 10 秒の金魚すくい 










表 7  模擬保育（手遊び）の内容 
 
 
②  模擬保育終了後の考察 
手遊びの模擬保育終了後，「手遊びをして難しいと感じたこと」「保育者の援助や配慮について」「気




























写真 7  模擬保育（手遊び） 
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 表 8  模擬保育からの学び 
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